
方
式
に
か
わ
り
ま
し
た

。。

新
し
く
印
鑑
登
録
証
明

W
0
0
0

印
鑑
証
明 

f¥  

ー¥

+
匂お

白

川い 

iη

今

月

の

農

作

業

メ

モ

・

)

生

比

奈

小
学
校 

創
立
百
周
年
を
迎
え
る

H
N

昭和岨年9月1日現在

第� 40号� 昭和�  48年� 10月� 1日 発行所� 1恋 Ii~ 県勝浦郡勝浦町

生
亡 
λ
出

出

死

転

転

新
し
く
、
「
勝
浦
町
印
鑑
登
録
及
び
証
明
に
関

町民のうごき
世帯数� 1，943r男� 4，155
人口�  8，453 l女� 4，298

男女計�  
5 5 10 
2 0 2 
8 7 15 
15 5 20 

新

し

〈

設

け

ら

れ

た

吟

印
鑑
登
録
証
明
用
複
写
機

新
し
〈
交
付
さ
れ
る

印
鑑
登
録
証
明
書
易

す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
十
月

一
日
か
ら
証

明
書
は
登
録
し
た
印
影
を
そ
の
ま
ま
複
写
機
で

写
し
、

印
鑑
登
録
証
明
書
と
し
て
お
渡
し
し
ま

す
。切

り
替
え
手
続
き
を
す
ま
せ
ば
二
固
め
か
ら

実
印
を
持
参
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

停
電
し
た
と
き
の
印
鑑
登
録
証
明

停
電
し
た
り
、
機
械
が
故
障
し
た
と
き
は
、

今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
、
印
鑑
を
押
し
て
証
明

書
と
し
ま
す
か
ら
、

実
印
を
取
り
に
帰

っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い

。

(一一頁

へ
つ
づ

く
)

骨

職
員
保
用
試
験
的
立 

ω
岡

目

八

目

問

)

内

戦

没

者

等

段

必

法

の

)


な

一
部
改
正
に
よ
る
手
続
き


・何

日

保

田

体

験

談

-

-

山

間

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
印鑑証明が新しく印鑑登録証明方式にかわりました

MUS04
テキストボックス
町民のうごき
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昭和48年10月1日 ザコ

'
l

l

一

カ込 ワ ら 第40号 (2) 

本
人
が
す
で
に
登
録
し
て
あ
る
印
鑑

(笑
印
)
を
も

っ
て
き
て

い
た
だ
け

れ
ば
簡
単
に
で
き
ま
す
。
な
お
、
す

で
に
登
録
し
て
あ
る
印
鑑
が
す
り
へ

っ
た

り
、
ふ
ち
が
か
け
た
り
し
て
い

る
も
の
は
き
れ
い
な
印
鑑
に
皆
、
え
て

く
だ
さ
い
。

届
け
出
の
で
き
な
い
印
鑑

、
あ
な
た
の
氏
名
、
氏
、
ま
た
は
、

名
以
外

の
も
の

一
、
氏
名
の
ほ
か
に
職
業
な
ど
を
い

っ
し
ょ
に
彫
っ
た
も
の

一一一、コ

ム
印
と
か
形

の
か
わ

り
や
す

い
も

の

凹
、
印
鍛
の
大
き
さ
が
、

一
辺
の
長


さ
一
一
斗 

五
ミ
リ
メ

ー
ト
ル

の
正
方


形
に
収
ま
ら
な
い
も
の


、
印
鑑
が
す
り

へ
っ
た

り
、
ふ
ち


が
か
け
て
い
る
も
の


六
、
そ
の
ほ
か
印
鑑
の
照
合
が
む
ず

か
し
い
も
の 

@
印
銭
の
届
け
出
は

一
人

一
個
し
か

て
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
個
の
印

印
鑑
登
録
証
明
書
が
必
要
な
と
き

一
固
め
は
必
ず
印
鑑
(
実
印
)
を
持
参
グ

印
鑑
登
錆
の
切
り
替
え
手
続
き
は
、

鑑
を
共
有
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん。

証
明
の
摘
求
を
頼
む
と
き
は
委
任
状

二
、
登
録
と
同
時
に
証
明
書

の
請
求
を
頼
む
と
き

が
必
要
で
す
。

硲
式
は
次
の
通
り
で
す
。

一
、
す
で
に
登
録
し
て
あ
る
印
鑑
の
証
明
書

の
請
求
を
頼
む
と
き

や
む
を
、
え
ず
代
理
人
に
印
鑑
届
や

:イモ
理 。

人 。
は 。

任状委 任状 委
収入 収入月 日 日昭和年 昭和年 月印紙 印紙

の
所
名
目

者

月
任 る

年

す
住
氏
生

委の
所
名
目

者

月

任 る

年

す
住
氏
生

委

景
よ
印

肉
し
る

鑑
を
す

印
録
と

印
印零録して

E る印

私は下記の者を代理人と定め
印鑑の登録し、印鑑登録証明書

通受けとるまでの -~Jの縫
:。限を委任します

委任された者の
住所
氏名

保証人� l住所
氏名� 正日登録して

2.住所
ある印

氏名 印ま究しぷ

委
任� 

〈問〉

未
成
年
者
で
も
印
鑑
の
届
け
出

は
で
き
ま
す
か
。

の
関
係
で
も
必
要
で
す
。

委
任
状
は
、
親
子
、
兄
弟
、
夫
婦

状委任された者の
住所
氏名

O

新
し
い
印
鑑
登
録
証
明
制
度
の
質
問
あ
れ
-
}
れ

。カ官

要:

。必� 

勝浦町長殿
勝浦町長殿

第

一
次
試
験

第
二
次
試
験

を
受
け
て
か
ら

一
年、

二
年
と

期
間
を
経
過
し
た
も

の
に
つ
い

て
は
、
そ
の
聞
に
印
鑑
の
登
持

変
更
が
あ

っ
た
り
、
記
載 

項

が
変
更
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ

る
の
で
、
で
き
る
だ
け
新
し
い

印
鑑
証
明
を
使
用
す
る
こ

と
が

い
い
と
思
い
ま
す
。

職
員

用
試
験
の
実
施

受
付 
(申
し
込
み
)
場
所

勝
浦
町
役
場
総
務
課

試

験

日

第

一
次
試
験
昭
和
凶
十
八
年
卜

一
月
二
十
五
日

第
“一

次
試
験
昭
和
四
十
八
年
十

二
月
中
旬

試
験
場
所

話量二
丹券� f!&、
浦島
町市重量

4
F

用
す
る
と
き
は
、

コ一

カ
月
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、

一
般
的
に
は

定
め
は
な
い
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
印
鑑
受
録
証
明
引
の
交
什

め
る
す

定
と
ま

と
け
し

人
受
任

理
通
委

代

を
を

限

者
密
情

的
明
の

記
鉦
切

下
録
一

は
盟
主
的

私
鑑
で

印
ま

〈
答
〉

二
十
歳
未
満
の
人
に
つ
い
て
は
、

両
親

(
ま
た
は
、
法
定
代
理
人 
)

の
同
意
替
が
あ
れ
ば
届
け
出
が

で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
十
五
歳
未
満
め
人

は
届
け
出
が
で
き
ま
せ
ん
。

〈問〉

印
鑑
登
録
証
明
誌
の
有
効
期
間

は
き
ま

っ
て
い
ま
す
か
。

〈注
目〉
不
動
産
登
記

・
供
託
申
梢
に
使

勝
浦
町
の

一
般
事
務
職
員
の
採
用


試
験
を
次
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。


受
験
希
望
者
は

、
受
付
期
間
中
に


申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。


こ
の
試
験
に
合
同
伯
し
た
方
は
、
採


用
候
補
者
名
簿
に
登
載
し
、
欠
員
を


生
じ
た
場
合
に
順
次
職
員
と
し
て
採


用
さ
れ
ま
す
。


こ
の
試
験
に
つ
い
て
訂
し
く
知
り

た
い
方
は
、
勝
浦
町
役
場
総
務
諜
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

受
試
資
格

昭
和
二
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
一

昭
和
三
十

一
年
凶
月
一

日
ま
で
に

生
れ
た
者

受
付
期
間

昭
和
四
十
八
年
十
月
十
五
日
か

ら
昭
和
四
十
八
年
十

一
月
七
日
ま

で
の
執
務
時
間
中

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
勝浦町職員
採用試験の実施
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戦
没
者
等
援
護
法
の 

酢
膝
~
ム

一
部
改
正
に
よ
る
手
続
き

温
遡
姻
留
昆

U

・
、て
 

h
v
，

、

教

MR
q
u
〉

加
定 
n
N

£
{
、

3

民
間
は
、
は

は
え
制
向
。
月

揖

な
納

年

算

削

年

詑

小

5

〈

閣
矧
分
間
で
げ

q
d6
1
L

J

FA

~

11 しない人一一..4，128，000う給付

=

昭
和
三
十
八
年
よ
り
農
地
の
細
分

化
の
防
止
と
、
牒
業
後
継
者
の
確
保

育
成
の
た
め
、
燥
地
を
生
前
に
お
い

て
一
定
の
要
件
を
備
、
え
た
後
継
者
に

一
括
贈
与
し
た
場
合
は
、
所
定
の
手

続
き
に
よ

っ
て
贈
与
税
が
相
続
税
な

み
に
軽
減
さ
れ
、
不
動
産
取
得
税
が

免
除
さ
れ
る
な
ど
の
特
例
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
別
に
評
価
さ
れ
課
税
き

れ
て
問
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
果
樹

も
昭
和
四
十
六
年
分
よ
り
税
申
告
の

時
の
手
続
き
で
、
贈
与
が
な
か

っ
た

も
の
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
有
利
な
特
例
の
期
限
も
本
年

次
に
該
当
す
る
方
は
、
印
鑑
ご
持

参
の
う
え
至
急
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

@
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
の
継
続
支
給
に
つ
い
て

昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
現
在
に

お
い
て
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
、

遺
族
給
与
金
、
旧
令
共
済
殉
職
年
金

等
を
受
け
て
い
る
妻
で
、
前
回
の
特

別
給
付
金
の
償
還
を
終
っ
た
婆
に
は

引
き
続
き
六
十
万
円
の
国
債
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

。
遺
族
年
金
お
よ
び
遺
族
給
与
金
の

農
地

一
括
生
前
贈
与
の

特
例
が
延
長
さ
れ
る

受
給
権
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

現
在
、
遺
族
年
金
、
ま
た
は
、
遺

族
給
与
金
の
支
給
を
安
け
て
い
る
人

は
、
昭
和
四
十
八
年
十
月

一
日
現
在

で
受
給
権
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
、
該
当
者
は
、
支
払
郵
便
局
を
通

手
続
き
そ
の
他
詳
細
は
、
役
場
住

民
福
祉
課 

(窓
口

)
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

じ
て
役
場
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

届
け
出
を
し
な
い
人
は
、
今
後
の

年
金
給
与
金
を
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

末
ま
で
で
あ
り
ま
し
た
が
、
法
改
正

に
よ
り
二
年
間
再
延
長
さ
れ
て
、
昭

和
五
十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
取

り
扱
か
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
後
継
者
に
一
括
贈
与
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
農
業
委
員
会
に
申

摘
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
で
は
、
各
種
許
可
申

請
に
つ
い
て
、
毎
月
十
五
日
ま
で
に

提
出
の
あ

っ
た
も
の
を
定
例
会
に
上

提
審
議
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
農
地

の
所
有
権
移
転
や
転
用
な
ど
の
申
請

は
、
十
五
日
ま
で
に
提
出
く
だ
さ
る

と
と
も
に
、
地
元
の
農
業
委
貝
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
農
業
委
員
会

入
額
∞
年拍

側

8

、
年

、。
め

る

傾

向

付

た
い
月
∞
納

町
て
で 
2 

，ー¥

も
う
す
ぐ
支
給
が


始
ま
り
ま
す


企
年
金
の
支
給
要
件
等

1

年
金
額
、
お
よ
び
、

一
時
金
の

額
の
計
算
は
、
保
険
料
納
付
済
期
聞

が
基
礎
と
な
り
、
原
則
と
し
て
、
こ

の
期
聞
が
二
十
年
以
上
の
者
が
一
定

の
要
件
を
満
た
し
た
と
き
に
年
金
給

付
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

(特
例
の
適
用
を
受
け
る
者
の
場
合

は
「
二
十
年
」
を
短
縮
期
間
に
読
み

替
え
る
。
)

2

年
金
の
支
給
要
件
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

ア
経
営
移
鞭
年
金

①
保
険
料
納
付
消
期
聞
が
二
十
年


以
上
で
あ
る
者
が
、
六
十
五
歳
に


達
す
る
目
前
に
経
営
移
譲
を
し
た


と
き
。


②
保
険
料
納
付
済
期
間
が
二
十
年


に
満
た
な
い
者
が
、

経
営
移
譲
し


た
後
六
十
歳
に
達
す
る
目
前
に
保


険
料
納
付
済
期
聞
が
二
十
年
に
達


し
た
と
き
。


イ
農
業
者
老
齢
年
金

①
経
営
移
親
年
金
に
係
る
受
給
者


が
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
。


②
①
に
該
当
す
る
者
以
外
の
者
で
、


保
険
料
納
付
済
期
聞
が
二
十
年
以


上
で
あ
り
、
か
っ
、
六
十
歳
に
達


し
た
日
の
前
日
に
お
い
て
、
農
業


者
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
も


の
が
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
。


3	

年
金
額
は
、
次
に
よ
り
計
算
す

る。
ア
経
営
移
誠
年
金

農
業
者
年
金
を
も
ら
お
う

① 受給f信者が65殺にi童する自の属する月までの分給付の月額�  
800円×保険料納付消期聞の月数

〔例)� 800円� X240カ月� (20年)=192，000同 1カ月� 16，000円給付の種類 加入期間

…議lm傾を要件と� fIj 同 円 円
の 給 付 する給付� 8，000 16，000 20，000 24，000 

経営彬鰻(65歳まで)を 円 同 同 円� 

65 要件とする給付� B 800 1，600 2，000 2，400 

歳 経営移緩め有無にかか� 

以 わらず行なす給付� C 
000 1， 4，000 5，0∞ 6，000 

降 国民年金所得比例給付� 
グ〉� D 900 3，600 4，500 5，400 

給 同民年金定額給付� 

i寸� ※� E 6，0∞ 9，600 11 ，200 12，800 

8，700 18，800 22，700 26，600 
(7，900) 17，2∞)K20，700) (24，200 

，、、
((特例の適用を受ける者 

240一被保険者期間の月数� 
(800阿X(保険料納付済期間iの月数十 仙� ))  

例� 60歳� -64歳� 
240-60 

800同X(60カ月+一つ7一)=年96，000円 lカ月� 8，000円� 

②，受給術者が65歳に達した 日の属する月の翌月以後の分� 

瑚の月数11高知t阿×保険料納付80

〔例) 80円X240月=年19，200円� lカ月上600同
(特例を適用を受ける者) の

240 被保険者期間の月数(80円X(保険料制句付済期間の月数+ ，~，.，.，~_..，，-， ."~)) 

イ 農業者老齢年金� 

200円×保険料納付済期間の月数

〔例)� 200円X240月=年� 4，800同月�  4，000円

唯一 定
年
年
で
円

お伴…ぉ

給
を
出

額
分
拠

9
と
(

付
加
ゆ
∞
る
付

息
れ
川
口
り

発
さ
川
酬
で
昨

農業者年金基金の行なう幾業者年金事業は、農業者の老後生活の安定の

ためという年金本来の性格とあわせて農業経営の近代化および農地保有の

合理化とし、う農政目的を推進するという性格をもっている。

E

給付の型経営移穣�  (65歳まで)を要件とする給付 ができます。 品品業者年金は経営
て経営移訟の� 〔例)� 20年保険料ー→85歳まで生きた人の総受給頒の差�  1，344，000円

----- で有無にかか 

D わらず行な 経営移言裂をした人一→� 5，472，000円� 

農業者年金給付営移設をすることによって多額の年金給付を受けること

お問い合わせは農業委員会または農協まで/

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
戦没者等援護法の一部改正による手続き
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昭和� 48年� 10月� 1日� 

O

八

・ 

以
上
の
も
の
を
採
取
、
四 
1

臼
予
措
し
て
出
荷
す
る
の
が
理
想

-h

ヌb込 つ ら 第� 40号� 

夏
秋
梢
の
で
た
も
の
で
、 

-
落
葉
果
樹
(
自
家
消
費
用
と
し
て

き
ま
せ
ん
。

五
、
車
庫
証
明
の
手
続
き
は

保
管
場
所
(
車
庫
)
の
位
置
を
管

轄
す
る
轡
察
署
へ
証
明
願
い
を
出
し

て
、
保
管
場
所
の
確
認
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
管
場
所
証
明
願
い
の
と
き
の
提

出
笹
類
は
、

自
動
車
保
管
場
所
証
明
書

二
通 

使
用
権
原
容

一
通 

(自
動
車
の
持
ち
主
が
車
庫
を
使

用
す
る
権
限
を
証
す
る
替
類
で
す
。

た
と
え
ば
、
登
記
簿
や
固
定
資
産

台
帳
の
抄
本
、
貸
借
契
約
潜
の
副

本
、
使
用
承
諾
当
、
官
公
箸
の
場

合
は
自
認
聾
)

保
管
場
所
付
近
の
見
取
図

一
通 

保
管
場
所
等
の
配
也
図

一
通

て
す
。

な
お
、
保
管
場
所
と
は
、


車
庫
、
空
地
そ
の
他
自
動
車
を
通
常


保
管
す
る
た
め
の
場
所
を
い
い
、
必


ず
し
も
屋
根
が
あ

っ
て
、
車
庫
の
形


態
を
し
て
い
な
く
て
も
け

つ
こ
う
で


す
。
勝

浦
町
内
で
道
路
を
車
庫
が
わ
り


に
使

っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
あ
り


ま
す
か
ら
十
二
月

一
日
ま
で
に
‘
車


庫
が
わ
り
の
保
管
場
所
を
そ
れ
ぞ
れ


み
な
さ
ん
が
確
保
し
、
十
二
月

一
日


か
ら
道
路
へ
駐
車
し
て
あ
る
事
が
な


い
よ
う
に
願

っ
て
い
ま
す
。


横
瀬
駐
在
所
村
田
部
長

O O O O

指
示
に
従
う
こ
と
。

=
一
、
執
肥
の
施
用

早
生
温
州
は
二
回
に

分
施
す
る
の
が
望
ま
し

い
が
、
や
む
を
得
ず

一

度
に
施
用
す
る
時
は
収

機
直
後
と
す
る
。
ス
ダ

チ
、
ユ
コ
ウ
は
じ
ゅ
う

ぶ
ん
チ
ッ
ソ
が
効
い
て

い
る
の
が
望
ま
し
い
の

で
こ
の
期
に
必
ず
施
用

B A
枝
を
切
る
。

発
生
量
の
非
常
に
多
い
も
の

数
本
は
ほ
し
い
も
の
で
す

は
全
体
量
の
五

0
1
六 

%
の

梅

鴛

宿

、

林

州

、

甲

州

最

小

柿

富

有

、

次

郎

栗

銀

答

、

丹

沢

桃

布

目

早

生

、

倉
方
早
生 

水

稲

一
、
刈
取
り
適
期

大
部
分
の
籾
が
水
気
を
失

っ
て
黄

色
に
な
り
、
し
か
も
穂
の
も
と
の
少

数
の
籾
が
ま
だ
締
色
を
し
て
い
る
時

が
よ
い
。

二

、

乾

燥


火
力
乾
燥
で
は
判
明
の
温
度
凶
十
皮


以
下
で
乾
す
、
」
と
。


(
そ
の
二
十
四
)

O

A
T

J

発
生
量
の
少
な
い
も
の
は
す

べ
て
算
定
す
る
。 

3

計
画
密
植
栽
培
の
も
の

原
則
と
し
て
切
ら
な
い
。

い
っ
た

ん
成
ら
せ
て
か
・
句
切
る
こ
と
。

五
、
苗
木
の
購
入
計
画

・
柑
楠
、
経
営
状
態
、
植
付
け
る
地

帯
に
よ

っ
て
決
定
す
る
こ
と
。

主
要
奨
励
系
統

早
生
、
オ
キ
ツ
宮
川

早
熟
、
南
柑
二
十
号
、
繁
回
、

貯
蔵
用
十
万
、
林
、
庁
山
、 

今
月
よ
り
本
格
的
な
早
生
温
州
の

の
こ
と
。

・
早

生

第

一
回
目
は
中
旬
に
チ
ッ

ソ
六

・ 
O
旬、

収
機
期
に
な
り
ま
す
。
稲
刈
り
や、

い
ろ
い
ろ
の
作
業
が
多
い
月
で
す
が
、

計
画
を
た
て
て
作
業
を
す
す
め
て
く

だ
さ
い
。

ッ
ソ
七

・
O
旬
、
リ
ン
サ
ン

一
、
早
生
温
州
採
収
前
の
薬
剤
散
布

旬
、
カ
リ
五
・ 

O
同
を
施
用
す
る
。

・
着
色
三 

リ
ン
サ
ン
凹

・
八
同 
.

を
施
用
す
る
。 

カ
リ
一ニ

・
五
い喝

-
ス
ダ
チ
、
ユ
コ
ウ
は
中
下
旬
に
チ

一二

・
立

四
、
夏
秋
梢
の
処
理

i
四
分
の
頃
、
石
灰
イ
オ

実
施
は
中
旬
以
降
に
行
な
う
の
が

自
動
車
に
は
す
べ
て
保
管
場
所

(
車
庫
)
が
必
要
と
な
り
ま
す

一
、
適
用
区
域
は

県
下
の
す
べ
て
の
市
〔
鳴
門
市
、

小
松
島
市
、
阿
南
市
、
徳
島
市
(
徳

島
市
は
従
来
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
る

と
お
り
で
す 
)
〕
お
よ
び
、
町
に
適
用

な
り
ま
す
。

二
、
適
用
年
月
日
は

市
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
八
年

六
月

一
日
か
ら

町
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
八
年

十
二
月

一
日
か
ら

=
一
、
車
庫
が
わ
り
の
路
上
駐
車
が
禁

止
と
な
り
ま
す
。

軽
三
輪
以
上
の
自
動
車
は
、
駐
車

禁
止
で
な
い
道
路
で
も
車
庫
が
わ
り

に
使
っ
た
り
、
路
上
に
長
時
間
駐
車

(夜
間
八
時
間
以
上
、
畳
間
十
二
時

間
以
上 
)
す
る
・と、

三
カ
月
以
下
の

懲
役
ま
た
は
、

三
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

園
、
車
庫
証
明
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

普
通
自
動
車
(
軽
自
動
車
を
除
く 
)

以
上
の
自
動
車
を
寅

っ
た
と
き
ゃ
、

使
用
の
本
拠
の
位
置
の
変
更
を
し
た

と
き
は
、
融
曹
察
署
長
の
保
管
場
所
証

明
が
な
け
れ
ば
登
録
す
る
こ
と
が
で

ウ
ム
ロ
剤
百
倍
液
、
ま
た
は
、
水
和
イ

オ
ウ
四
百 
1
六
百
倍
液
の
散
布
を
行

な
う
。(
製
品
に
よ
り
濃
度
が
、
」
と
な

る
の
で
注
意
の
こ
と 

J よ
い
。
樹
勢
、
樹
令
な
ど
に
よ
り
+
刀

法
が
こ
と
ネ
る
の
で
注
意
す
る
。 

i

-
ダ
ニ
類
は
ア
ゾ
マ
イ
ト
乳
剤
千
倍

定
植

一 

J

液
の
散
布
を
行
な
う
。

※
前
月
に
腐
敗
防
止
剤
散
布
の
で
き

て
い
な
い
園
で
は
、
前
記
薬
剤
に
混

用
す
る
と
よ
い
。

二
、
早
生
温
州
の
収
穫
と
出
荷

-
七
分
着
色
以
上
の
も
の
、
甘
味
比

で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
各
出
荷
機

関
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

-
カ
ラ
|
リ

ン
グ
す
る
場
合
で
も

採
取
時
の
務
色
程
度
は
出
荷
機
閣
の

将
来
、
主
枝
や
亜
主
校
と
す
る
伎

の
み
工
一0
1
四
十
五
聞
に
短
縮
し
、

そ
の
他
の
枝
は
切
ら
な
い
。 

2

成
木
。

川
樹
勢
が
強
す
ぎ
毎
年
成
リ
の
う

す
い
も
の
は
、
切
ら
ず
に
そ
の
ま
ま

お
き
、
結
実
さ
せ
る
よ
う
に

つ
と
め

る
。山

門
更
新
興
定
、
ま
た
は
、
こ
れ
に

似
た
よ
う
な
努
定
を
し
た
た
め
発
生

し
た
夏
秋
梢
は
、
川
同
様
の
あ
っ
か

い
と
す
る
。

け
本
年
果
実
が
少
な
か

っ
た
た
め

幼
木
育
成
中
の
も
の
、
ま
た
は

二
年
の
も
の
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ

MUS04
テキストボックス
交通安全講座
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Eい大 れ 国 に 利 者 放 し に
日をなわ家打益保|岡回全旦」ω

つ ら 昭和48年10月 1日

Eも り れ と ち を 雄 社 行 民 後
日
ご
ろ
は
、
わ
た
し
た
ち
背
年
団

活
動
に
勝
浦
町
は
じ
め
社
会
教
育
関

係
、
町
内
団
体
の
み
な
さ
ま
の
格
別

の
ご
配
慮
を
い
た
だ
き

一
向
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
青
年
団
も
、
大

い
な

る
夢
と
希
望
に
も
え
る
非
同
年
の
生
活

を
め
ざ
し
が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。

笑
践
活
動
を
通
し
て
体
験
し
て
い
く

活
動
の

一
つ
一
つ

、
集
団
生
活
の
中

で
時
に
は
思
い
き
り
遊
び
、
時
に
は

活
動
を
通
じ
て
悦
を
流
し
、
お
互
を
�
 

認
め
協
力
し
あ
い
あ
っ
て
い
る
。
急

変
し
て
い
く
社
会
構
造
の
中
青
年
の

立
場
は
、
家
庭
に
お
い
て
も
地
域
に

お
い
て
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

毎
夜
会
に
出
か
け
る
背
年
「
何
を

し
て
る
の
/
」
よ
く
一
冨
わ

れ
る
。

ヤ

ン
グ
集
団
の
中
に
は
、
直
耐
す
る
問

題
が
剤
耐
阻
が
山
と
あ
る
。
サ
パ
キ
切

れ
な
い
の
だ
。
社
会
で
よ
ろ
こ
ん
で

も
ら
え
な
い
い
や
は
や
ら
な
い

。
な
ぜ

な
ら
ヒ
マ
も
な
い
の
で
あ
る
。

わ
た
し
は
、
青
年
団
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
青
年
の
生
活
圏
の
中
で
、

そ
し
て
、
直
面
す
る
地
域
の
問
題
に

対
し
て
、
仲
間
と
常
に
前
向
き
で
実

践
し
て
い
く
考
え
だ
。
そ
し
て
、
た

ど
ず
自
己
瞥
発
を
続
け
な
が
旬
、
人

間
と
し
て
主
体
的
か
つ
也
か
に
生
さ

る
こ
と
、
「
ロ
�
 1
7
は

一
日
に
し
て
成

相
談
員
�
 徳
島
行
政
監
察
局
係
官

六
、
必
要
に
応
じ
て
、
保
健
所
か

り
立
入
検
査
が
あ
り
、
改
善
命
令
や

使
用
禁
止
の
処
分
が
あ
り
ま
す
。

七
、
無
届
け
、
お
よ
び
、
虚
偽
の

4
M
日
間
引

ν
届
け
出
に
は
、
法
的
処
分
が
あ
り
ま

近
年
生
活
文
化
の
向
上
に
と
も
な

い
下
水
道
の
な
い
地
域
で
も
、
し
尿

浄
化
槽
を
設
一
直
し
て
水
洗
便
所
に
か

え
る
所
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
が

得
ら
れ
る
反
面
、
政
流
先
付
近
に
不

尚
生
で
、
不
快
な
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

1つ小のし出尊制会政主�  
Hて な 日 て さ 重 度 保 菌 主 わ
』いり常成れすの障に義が
iま行生長、る確制お国回
目す政活し日政立度ぃ家はi。との 、を策なのてと新

かは今おがど充、し憲
i か と 日 つ つ 、 笑 農 て 法 �  
E わんでてぎ園、地再のiりどは福つ民労の出も
l あ が わ 祉 ぎ の 働 解 発 と

!こ米るさて継限怠に能  

国
民
生

行活
警と�  

iF


大
い
な
る
夢
と
希
望
に
も
え
る

勝
浦
町
行
年
会
会
長

坂

口

iと聖とれも統ら慢す力こ
)を人こが杓しず る・の

も君ろち子て 、ま人現在行� 
iつ子音に定 なまち々質政�  

察
局

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
他
に
近
年
は
家

庭
用
に
�
 

製
品
が
多
い
が
、
施

行
に
は
専
問
技
術
が
い
り
ま
す
。

凶
、
維
持
管
理
は
、
常
時
猛
素
消

毒
し
て
放
流
し
、

二
1
二一
カ
月
に

一

Eても'情な走見さたカf で ・に�  
lJ勾、はり的れ多いあ t主主た

戸、� ¥ 

'¥  

F
R
P

!政民つまなる量がる格ず  
i者のきす取たの起たをさ�  
Bの苦も 。りめ仕きめそわ
i心情の行扱、事な、れる�  
H与をで政いどがい過ぞの�  雪色
Rと 聞 、 の が う 反 と 失 れ は �  

昇 Hしく古あなし復も・異�  

ら
ず
」

コ
ト
コ
ト
行
こ
う
。

町
内
若
人
の
み
な
さ
ん
気
軽
に
き

て
く
だ
さ
い
。
青
年
団
は
い
い
と
こ

ろ
、
社
会
団
体
で
す
よ
。

き
て
、
凶
十
八
年
度
青
年
会
社
会

活
動
事
業
「
青
年
と
社
会
」
の
テ
|

て
わ
た
し
た
ち
が
、
最
も
学
び
正

し
く
見
つ
め
ら
れ
る
場
、
背
年
団
の

先
鋭
ら
に
よ

っ
て
、
毎
年
盛
大
に
行

な
わ
れ
て
い
る
勝
浦
町
民
の
つ
ど
い

芸
能
文
化
の
祭
典
勝
浦
然
。

本
年
は
、
新
勝
浦
祭
と
名
を
い
た


だ
き
、
失
な
わ
れ
ゆ
く
人
間
性
回
復


と
、
い
こ
い
と
や
す
ら
ぎ
を
勝
浦
町

す
。


に
、
わ
た
し
た
ち
青
年
の
主
張
を
地


域
に
、
こ
ん
後
わ
た
し
た
ち
が
直
面

参
考
 

す
る
で
あ
ろ
う
問
題
解
決
に
取
り
組

と
は
、
成
分
化
学
的
酸
素


む
積
極
的
態
度
を
養
う
た
め
に
も
、

要
求
量
の
こ
と
で
あ
り
、
二
十
度
 

青
年
団
は
、
新
勝
浦
祭
に
努
力
を
続

の
状
態
で
、
五
日
間
の
う
ち
に
失
な


わ
れ
る
酸
素
の
輩
。
�
 

け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

と
は
、
ガ
ラ
ス
を
含
め
た

町
民
の
み
な
さ
ま
の
、
ま
す
ま
す

の
ご
支
援
、
関
係
者
各
団
体
の
ご
指

プ
ラ
ス
チ
�
 
y
ク
製
品
。

小
松
島
保
健
所

導
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
�
 

勝
浦
町
住
民
福
祉
課

F
R
P

B
O
D

C

Hけ で 行 国 最 承 あ い を は 何 に 「のて�  
i
l
でる 政 懲 高 知 り うお
しとに法のの、こ役固いるか安錦ま

!ない対の基と命と人民 つJ し 箱 O し
lくうす下 本 お が は さ が て 代 ニ 」の た
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十
月
十
二
日
(
金
)

午
前
十
時
よ
り
午
後
三
時

五
、
設
山
直
前
に
小
松
島
保
健
所
長

ま
で

に
届
け
出
し
、
場
所
の
確
認
を
受
け

ロ
却
�
 

庁
�
 

ま
す
。
届
け
出
の
様
式
な
ど
に
つ
い

-P
 

種
油
開
町
住
尽
福
祉
セ

ン
タ
ー

て
は
役
場
で
も
わ
か
り
ま
す
。

F

r

日 中
村
芳
生
さ
ん
が
こ
の
行
政
相
談
委

μ
に
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
摘
極
的
に
ご
利
刷
く
だ
さ
い
。

て
行
政
の
欠
陥
を
つ
か
み
、
そ
の
適

正
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
当
町
で
は

で
な
く
、
国
民
が
直
接
に
行
政
を
改

定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
以
下
そ
れ
ら

め
よ
う
と
す
る
「
行
政
へ
の
民
主
的

に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

参
加
」
い
わ
ば
、
よ
り
よ
い
行
政
が

一
、
し
尿
浄
化
槽
と
は
、

行
な
わ
れ
る
よ
う
国
民
が
政
府
を
監

し
尿
を
腐
敗
槽
で
嫌
気
性
菌
に
よ

叫
す
る
働
き
を
す
る
と
い
う
意
味
が

り
腐
敗
さ
せ
、
分
離
し
た
汚
水
を
般

あ
る
わ
け
で
す
。

化
処
理
し
て
殺
菌
消
毒
し
放
流
、
ま

行
政
監
察
局
で
は
、
こ
の
よ
う
な

た
は
、
蒸
発
さ
す
の
が
多
い

。
そ
の

国
民
の
行
政
へ
の
民
主
的
参
加
が
円

水
質
は
、
�
 

が
三
十
�
 

滑
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
行
政
相
談
制

九
十
�
 

に
規
制
さ
れ
ま
す
。

度
を
設
け
、
各
市
町
村
に
少
な
く
と

二
、
構
造
と
規
模
は
、
建
築
基
準

も

一
名
の
行
政
相
談
委
員
を
置
い
て

法
で
定
め
ら
れ
、
燥
で
審
査
照
合
済

い
ま
す
。
個
�
 

の
製
品
が
多
く
あ
り
ま
す
。

る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
も
と
に
し

P
P
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O
D

P
P
M
-

そ
こ
で
、
取
り
扱
い
は
法
律
で
税

凶
の
点
検
、
六
カ
月
以
上

一
年
に

一

行
政
相
談
日
の

回
の
汚
泥
引
抜
(
出
揃
)
等
あ

っ
て

開
設
の
お
知
ら
せ

そ
れ
ぞ
れ
市
町
村
長
の
許
可
を
受
け

た
業
者
に
限
り
ま
す
。

H寺

の
苦
情
の
解
決
を
図

一二
、
設
計
と
施
行
に
つ
い
て
は
、

q
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全
国
柑
橘
研
究
大
会
に
参
加
し
て

勝
浦
町
果
樹
研
究
会
副
会
長

湯� 

第
二
十
二
回
全
国
柑
橘
研
究
大
会

が
九
月
十
、
十

一
日
、
熊
本
県
に
お

い
て
開
催
さ
れ
、
生
産
経
営
、
流
通

加
工
、
組
織
と
農
政
の
四
つ
の
分
科

会
に
分
れ
て
討
識
が
行
な
わ
れ
ま
し

徳
島
県
か
ら
八
名
参
加
、

わ
た
し

は
、
「
組
織
と
農
政
」
に
出
席
し
、
資

料
に
恭
づ
い
て
天
草
地
域
農
業
協
同

組
合
述
合
会
が
、
天
草
地
域
農
業
管

理
セ
ン
タ
ー
を
目
ざ
し
て
開
発
し
た

み
か
ん
生
産
予
測
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
討
議
し
ま
し
た
。

シ
ス
テ
ム
の
概
要
は
、
果
樹
農
家

の
実
態
を
把
握
し
て
、
み
か
ん
の
生

産
量
を
予
測
し
、

出
荷
指
令
、
出
荷

調
墜
を
し
、
撰
果
場
等
施
設
を
合
理

的
に
配
置
し
、

肥
料
、
農
薬
等
生
産

資
材
の
在
庫
を
管
理
し
、
果
樹
農
家

の
経
営
改
善
等
に
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

ー
を
駆
使
し
た
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し

て
み
か
ん
の
生
産
が
構
造
的
に
過

剰
基
調
に
転
じ
つ
つ
あ
る
時
、
み
か

ん
農
家
の
経
営
合
理
化、

安
定
を
達

成
す
る
を
目
的
と
し
て
い
る
。

E-

:
E・
果
樹
共
済
に
つ
い
て
:
:

温
州
み
か
ん
の
果
樹
共
済
が
五
年

終
り
に
、

三
百
万
ト
ン
を
突
破
し
、

み
か
ん
戦
争
の
厳
し
さ
を
だ
れ
も
が

初
め
て
経
験
し
た
試
練
の
年
に
行
な

わ
れ
た
本
大
会
は
、
い
ま
ま
で
の
よ

う
な
お
祭
り
行
事
で
な
く
、
み
ん
な

で
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
大
会
で
あ

っ

た
が
、
問
題
が
大
き
過
ぎ
て
、
直
ち

に
実
行
に
移
せ
る
解
決
策
は
見
い
出

せ
な
か

っ
た
。
政
治
力
に
よ
る
減
反
、

生
産
調
態
に
期
待
が
で
き
な
い
現
在

生
産
者
自
身
が
団
結
し
て
新
し
い
消

費
を
開
拓
す
る
か
、
生
産
制
限
、
出

荷
制
限
を
し
な
い
か
さ
り
み
か
ん
作

り
で
は
生
活
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

最
恵
の
場
合
に
は
、
自
然
陶
汰
め

道
を
歩
む
で
あ
ろ
う
が
、
で
き
う
れ

ば
自
然
陶
汰
を
さ
け
た
万
が
生
産
者
、

消
費
者
と
も
に
得
策
で
な
か
ろ
う
か
。

習
を

一
年
六
カ
月
、
学
説
研
究
を
六

カ
月
間
学
ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
。
実

習
は
長
期
に
わ
た
り
ワ
シ
ン
ト
ン
州

に
六
カ
月
、
ネ
プ
ラ
ス
カ
州
に
十
カ

月
間
制
修
に
従
事
し
大
小
さ
ま
ざ
ま

な
農
場
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
ネ
プ
ラ
ス
カ
州
に
配

滅
さ
れ
た
農
場
は
、
経
営
規
模
三
、 

0
0
0
エ
ー
カ
ー 

(約

一
、
ニ 

h 

o
o
 

)
を
基
盤
と
し
て
、
四
兄
弟
が
協

力
し
コ 

1
ン
ハ
ス
カ
ー
フ 

ム
と

T
1

い
う
会
社
を
設
立
し
、
長
男
は
外
来

種
繁
殖
牛
、
次
男
は
イ
リ
ノ
イ
州
で

獣
医
師
を
す
る
か
た
わ
ら
肉
牛
、
豚

を
経
営
し
、

二
男
は
獣
医
師

一
筋、

凶
男
は 

(病
菌
不
在
)
養
豚

を
経
営
し
、
い
ず
れ
も
各
分
野
に
巾

広
く
進
出
し
て
い
る
の
が
大
き
な
特

色
で
す
。

ま
た
、
肉
用
牛
、
繁
殖
牛
三
、
一

頭
は

S
P
F 

O
O

4 

0
0頭、 

養
豚
八

S
P
F

同
じ
農
場
内
に
飼
育
さ
れ
て
お
り

わ
た
く
し
は
、
カ
ウ
ボ
ー
イ
、
ホ
ツ

グ
ボ
ー
イ
と
し
て
働
く
ほ
か
牛
の
繁

殖
に
対
す
る
実
務
、
豚
は
分
娩
か
ら

高 談
山

日青
(
産
業
課 
)

行

帰

国

体

内
で
も
有
名
で
、
特
に

に
つ
い
て
は
米
国

一
を
誇
り
‘
ぃ
州
航

で
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た 

経
常
川

仙
、
内
容
も
大
き
く
、
人
物
も
件
大

で
あ
る
こ
の
よ
う
な
環
境
下
に
お
い

て
直
接
学
び
と
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は

、
今
後
の
よ
い
参
与
と
な
り
ま

し
た
。

次
に
、
学
課
研
修
は
六
カ
月
間
行

な
わ
れ

一
般
苗
産
学、

動
物
生
理
学

な
ど
病
気
、
肉
質
、
ふ
ん
尿
処
理
に

い
た
る
ま
で
米
国
学
生
め
凹
年
分
を

た
た
き
こ
ま
れ
る
厳
し
い
授
業
で
し

た
。
英
語
講
義
に
は
頭
を
痛
め
た
の

で
す
が
、
肉
牛
十
数
損
、
胎
児
三一
蛸、

U

の
試
験
期
間
を
終
え
、
任
意
加
入
で

実
施
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
現
在
の
減
収
方
式
で
は
、
い

ち
ば
ん
必
要
な
豊
作
貧
之
の
年
に
共

済
金
が
も
ら
え
ず
、
不
作

・
高
価
格

経
営
安
定
+
共
済
金
付
共
済
の
目

的
と
合
致
せ
ず
不
合
理
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
果
樹
共
済
は
、
所
得
補

U償
方
式
(
愛
城
県
で
行
な
っ
て
い
る 
)


に
つ
い
て
検
討
し
た
。
震
媛
県
で
は
、


果
樹
共
済
と
所
得
共
消
両
方
セ
ッ
ト


で
加
入
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。


第
六
回
派
米
農
業
研
究
生

羊
な
ど
数
多
く
屠
殺
し
て
実
溜
に
使

か
う
な
ど
、
同
本
で
は
見
ら
れ
な
い

よ
う
な
充
実
し
た
学
課
研
修
で
あ
り

ま
し
た
。

か
え
り
み
れ
ば
滞
米
中
、
有
意
義

で
し
か
も
日
本
国
内
で
は
修
得
で
き

え
な
い
多
く
の
一
ゆ
が
学
び
と
れ
ま
し

た

最
後
に
よ
り
多
く
の
海
外
研
修
者

が
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

長長

験

出
荷
、
小
屋
の
建
築
、
修
理
に
い
た

る
ま
で
ま
か
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

日
の
浦
子
ど
も
会
(
与
川
内
)

古
本
を
処
分
し
て
善
意
銀
行
へ

日
の
浦
子
ど
も
会
の
八
名
が
、
夏

休
み
の
勉
強
め
合
い
聞
に
寄
り
合
い
、

古
本
を
集
め
て
処
分
、
そ
の
売
り
上

げ
金
七
二
五
円
を
、
な
に
か
に
役
だ

て
て
く
だ
さ
い
と
、
普
意
銀
行
へ
預

託
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
善
意
の
子
ど
も
は
次
の
八
名

で
す
。
(
敬
称
略
)

わ
た
く
し
が
、
第
六
回
派
米
操
業

研
究
生
と
し
て
、
日
本
を
た
っ
た
の

は
凶
十
六
年
七
月
で
し
た
。
月
日
の

た
つ
の
は
早
い
も
の
で
、

は
や
一
年

の
歳
月
が
流
れ
本
年
六
月
二
十
九
日

に
帰
国
い
た
し
ま
し
た
。
不
在
中
、

多
く
の
か
た
が
た
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
滞
米
中
に
お
け
る
研
究
内

容
等
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

わ
た
く
し
の
専
攻
は
、

肉
牛
関
係
の

分
野
を
主
と
し
て
二
年
聞
の
う
ち
実

高力写
山ウ真
さボ}

ん I • 
イ

と
し
て
働

一
年
生

二
年
生

四
年
生

六
年
生

阿

部

公

博

内

谷

隆

博

僑
本
け
い
子

内

谷

美

智

楠

本

修

始

神
子

弘

美

阿
部

え

り

勢
田

尚
美

コ
ー
ン
ハ
ス
カ
ー
フ

ァ 

ム
は
米
国

食

S
P
F
h
Mm
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創
立
百
周
年
を
迎
え
る

生
比
祭
小
学
校
は
明
治
六
年
十
月

十
九
日
、
沼
江
小
学
校
と
し
て
西
岡

に
創
立
さ
れ
、
本
年
で
ち
ょ
う
ど
百

周
年
を
迎
、
え
る
こ
と
に
な
り
、
十
月

十
九
日
に
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま

す。
同
校
で
は
、
窓
義
あ
る
年
を
迎
え

る
に
当
っ
て
、
二
一
月
十
六
日
に
卒
業

生
有
志
に
よ
っ
て
「
創
立
百
周
年
記

念
事
業
協
資
会
」
が
結
成
さ
れ
、
秋

の
記
念
式
典
の
他
に
、
生
比
奈
小
学

校
百
年
の
歴
史
を
さ
ぐ
る
百
周
年
史

の
編
纂
や
、
校
内
テ
レ
ビ
放
送
設
備

の
拡
充
整
備
、
学
校
図
書
館
の
地
設

と
充
実
な
ど
の
記
念
事
業
が
、
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
リ
ま
し
た
。

計
画
の
実
現
に
つ
い
て
は
、
地
域

は
も
と
よ
り
県
内
外
の
卒
業
生
多
数

よ
り
記
念
寄
付
が
あ
り
、
児
童
の
教

校
内
作
品
展
覧
会
も
開
催
さ
れ
ま
す

た
ち
六
年
生
に
と
っ
て
は
創
立
百
四

自
の
卒
業
生
と
い
う
こ
と
に
な
り

な
ん
と
う
れ
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

家
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
い
ま
七

十
六
さ
い
に
な
り
ま
す
が
、

小
学
校

四
年
ま
で
行
く
と
、

小
松
島
へ
い
ろ

い
ろ
な
品
物
を
売
り
に
行
っ
た
そ
う

で
す
。
初
め
は
西
岡
の
ま
ん
中
く
ら

い
に
泊
以
小
学
校
と
し
で
あ
っ
た
そ

う
で
す
が

、
次
に
み
か
ん
の
花
咲
く

丘
の
上
に
う
つ
り
、
そ
し
て
わ
た
し

た
ち
〕一
年
生
の
頃
、
こ
の
美
し
い
校

舎
に
き
た
の
で
す
。
い
ま
思
え
ば
な

つ
か
し
い
も
の
が
こ
み
あ
げ
て
き
ま

す
。
恒
先
代
々

、
祖
父
母
も
父
母
も

何
回
目
か
の
卒
業
生
で
す
。
そ
し
て
、

生
比
奈
に
在
住
す
る
人
々
の
ほ
か
に

県
外
へ
、
あ
る
い
は
、
外
国
へ
と
進

百
周
年
記
念
を
迎
え
て

と
胸
の
中
に
何
か
深
く
感
じ
ら
れ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
は
、
い
ま
ま
で
浅
く
も
の

ご
と
を
与
え
が
ち
で
し
た
が
、
学
校

の
雄
史
を
聞
い
て
か
ら
物
ご
主
を
深

く
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
学

院
の
歴
史
を
知
り
た
い
せ
つ
に
し
て

こ
の
学
校
か
ら
え
ら
い
人
が
巣
出
っ

て
い
く
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

勝
浦
に
古
い
伝
統
と
新
し
い
教
育

の
泉
の
生
比
奈
小
学
校
を
、
わ
た
し

た
ち
の
手
で
育
て
て
行
く
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
時
は
ち
ょ
う
ど
稔

り
の
秋
で
す
。
校
舎
の
姿
は
古
く
な

っ
て
も
、
中
味
は
し

っ
か
り
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
き
ょ
う
も
元
気
に

コ
テ
キ
の
点
目
が
鳴
り
ひ
ぴ
い
て
お
り

生
比
袋
小
学
校
六
年

育
効
来
の
向
上
に
役
立
つ
日
も
、
間

近
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

十
月
十
九
日
の
記
念
式
典
当
日
・は、

功
労
者
の
表
彰
や
、
感
謝
状
贈
呈
と

共
に
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
の
演
奏
、

石

真� 

j登

百
周
年
史
に
は
、
こ
の
式
典
の
模

様
な
ど
を
の
せ
る
関
係
で
、
発
刊
は

来
年
一
月
末
に
な
る
予
定
で
す
が

内
答
は
単
に
学
校
の
沿
革
史
的
な
も

の
で
な
く
そ
の
当
時
の
社
会
の
主
な

事
件
な
ど
も
祈
り
ま
ぜ
て
明
治
、
大

正
、
昭
和
へ
と
生
比
奈
村
の
歴
史
の

変
逃
を
物
語
る
興
味
深
い
も
の
と
な

る
予
定
で
す
。
そ
の
他
苦
労
し
て
集

め
た
、
昭
和
の
初
め
か
ら
の
卒
業
写

出
し

て
行
っ
て
生
活
し
て
い
る
か
た

が
た
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
の
生

比
奈
小
学
校
の
長
い
伝
統
の
中
に
先

箪
の
か
た
が
た
の
名
嘗
な
こ
と
を
い

っ
ぱ

い
残
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

感
謝
と
尊
敬
の
念
が
強
く
心
の
底
か

ら
湧
い
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
つ
こ
つ
ま
じ
め
に
努
力
し
た
汗

の
結
晶
と
し
て
、
生
比
奈
小
学
校
卒

業
生
の
み
ん
な
が
築
き
あ
げ
て
き
た

歴
史
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る

ま
す
。

」
一
度
変
っ
て
、
な
お
前
進
す
る
生

比
奈
小
学
校
。
明
治
六
年
に
創
立
。

キ
小
屋
の
学
校
で
始
ま

っ
て
、
昭
和

山
|
八
年
十
月
十
九
日
で
満
百
周
年

を
迎
、
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
生
比
奈
小
学
校
。
わ
た
し

真
な
ど
も
、
同
窓
生
の
み
な
さ
ん
に

は
懐
し
い
も
の
に
な
る
も
の
と
期
待

さ
れ
て
お

り
ま
す
。

給食センター

臼(日紛 献 立 名 日同 献� Jl. r， 

1(月) ハンベノ J色ダ同 I7(対 カレーライス
ェ，グサラ みかん� 

2 (火)
カレーヮどん� 

18(，f) 七千焼
プリン パナナ ジャーマンサラダ� 

3(;t;) 悦{~せ 19(剣 デラァクスチキン
スノ'7'ティーカレーゾテー� 

4 (;t) チキンライス� 
22(月)

みそおでん

ヤクルト くだ� Lの みかん� 

5 (剣 
7 ライ ホイルキャベソ� 

23(刈 きつねうどん
みつ豆 バナナ� 

8 (月) 含なら煮布日え� 24同
ハムサ/ド
リンゴ� 

9 (必
コロ� γ ケ� 1寸合せ� 25(+) 

里芋とかしわの煮込み

ひじきの ~ý :r.: アメリカンドソグ� 

Il(村
位、の立国防� 

26(剣 五目ずし

大豆入リさんびり� jξナナ� 

12(。y チュ一月1物� 
29(月)

ポ-7ケチャ� yプ
ード司:''J -ー ポテイトサラダ� 

15(月) 五日焼そ� I;t' 30(必 すいとん

くリ 串7 ライ 付合せ� 

16(必 とろろ汁� 
31(刻

スノマゲティ・ミートソース

1'1干日正� ウイノナー 野菜とハムの賞味酢和え

学校給食献立表� (10月分)

集
め
ら
れ
た
貴
重
な
資
料

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
生比奈小学校
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襟
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カゐ

ス
ポ
ー
ツ
後
、
サ
ワ
ヤ

カ
な
風
が
ホ
ホ
を
な
で
る

時
、
な
ん
と
も
い
え
な
い

す
が
す
が
し
さ
を
感
じ
る

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。

去
る
、
九
月
九
日
徳
島
県
青
年
大

会
が
、
鳴
門
陸
上
競
技
場
に
て
開
催

さ
れ
体
育
の
部
で
は
、
陸
上
競
技
、

バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
柔
道
、
剣

道
、
す
も
う
、
と
働
く
背
年
が
六
種

目
に
み
ご
と
カ
を
き
そ
い
あ
い
ま
し

た
勝
育
会
か
ら
も
八
月
に
行
な
わ
れ

た
郡
予
選
を
パ
ス
し
た
選
手
が
、
各

種
目
に
多
数
参
加
し
、
陸
上
競
技
で

は

一
万
メ
ー
ト
ル
出
場
の
上
勝
背
年

会
の
大
莱
君
が
三
位
入
賞
。
バ
レ

ー

ボ
ー
ル
男
子
の
部
も
準
々
決
勝
ま
で

進
出
し
た
が
、
決
勝
で
阿
波
チ
ー
ム

代
表
選
手
の
入
場
行
進

に
2
・
・
�
 
0
で
負
け
、
お
し
く
も
三
位

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
女
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
部
は
二
回
戦
で
優
勝
候

補
の
徳
島
市
チ
!
ム
に
健
闘
む
な
し

く
敗
戦
し
ま
し
た
。
剣
道
団
体
の
部

は
美
馬
チ
ー
ム
に
お
し
く
も

3
・
-2

で
負
け
ま
し
た
。

九
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
芸
能

文
化
の
音
楽
の
部
の
コ
ー
ラ
ス
は
、

昨
年

一
位
と
な
り
東
京
大
会
出
場
と

な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
お
し
く
も

三
位
と
な
り
、
「
再
度
東
京
大
会
へ
」

の
夢
は
破
れ
ま
し
た
が
、
芸
能
文
化
、

体
育
の
部
と
も
「
来
年
こ
そ
は
」

の

官
官
は
す
て
て
い
ま
せ
ん
。

電
報
電
話
局か

ら

公
衆
電
話
の
市
内
通
話
三
分
打
ち

切
り
制
度
が
な
く
な
り
、
十
円
玉
さ

え
続
け
て
入
れ
れ
ば
市
内
通
話
も
切

れ
る
こ
と
な
く
い
く
ら
で
も
通
話
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

十
円
玉
一
枚
だ
け
入
れ
て
通
話
さ

れ
た
場
合
、
相
手
が
出
た
と
き
ピ
�
 
l
 

y

と
い
う
音
が
で
て
三
分
間
お
話
が

で
き
ま
す
。

三
分
経
過
す
る
と
無
案
内
で
切
れ

ま
す
の
で
、
最
初
か
ら
十
円
玉
を
二

枚
以
上
入
れ
て
お
く
と
安
心
で
す
。

通
話
が
終
れ
ば
残
っ
た
十
円
玉
は
戻

り
ま
す
。

市
内
逸
話
の
と
き
、
ピ

れ
ば
、

ハハ� 

お
誕
生
お
め
で
と
う

l
ッ
と
な

l
ン
、
あ
と
三
分
話
せ

る
、
と
い
う
こ
と
だ
な
、
と
思
え
ば

い
い
わ
け
で
す
。
�
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(
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%

ト
入
時

イ
収
の

ラ
の
税

イ
町
町

ハ
本
で

捨
て
て
来
た
筈
の
子
猫
に
迎
え
ら
れ

眠
気
し
て
講
師
の
声
を
速
く
聞
き

市
場
鏑
そ
っ
と
又
誼
く
物
価
高

無
料
だ
と
聞
け
ば
全
員
み
な
揃
い

除
け
も
の
に
明
治
を
さ
せ
る
外
来
語

孫
が
来
て
家
に
活
気
を
み
な
ぎ
ら
せ

窓
辺
か
ら
く
つ
ろ
ぐ
夫
の
影
が
伸
び

人
柄
を
貧
め
て
投
票
他
に
決
め

言
訳
が
夕
べ
と
途
う
朝
の
膳

本
当
に
飲
め
な
い
の
よ
と
猪
口
を
受
け

も
て
る
だ
け
持
た
せ
て
母
は
娘
を
帰
し

知
事
戦
で
済
ま
な
い
顔
と
済
ん
だ
幽

出
来
栄
を
賞
め
た
が
貰
う
結
果
な
り

歳
か
な
と
思
う
ド
ラ
マ
に
拭
く
一成

パ
ラ
銭
の
重
さ
を
ス
ト
の
中
で
知
り

ぶ
ど
う
狩
り
や
っ
と
一
と
房
食
べ
た
だ
け

立中検横生沼十刷機横今坂坂立棚横様

)11 山 神!R� i枢i名 江 野 瀬 瀬 山 本 本 川 野瀬淵

消
売ご存 知 で す か ?

た昭和47年度中に町内で消費されたタバコ

女男

僑倉稼構丸 大太中国大畠中掘都佳山
本橋勢内山 岡田田中柳田 川 芳木口

赤み釘�  tr

加都英香小山万さ治久子梅�  λ 瓢満 育崇で込
梢辻景男月枝人皇を代枚住子れ人月

ザ{二

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
勝浦町青年会
徳島県青年大会

MUS04
テキストボックス
勝浦柳壇

MUS04
テキストボックス
たばこ消費税について




